
　　
三
陸
鉄
道
が
開
通
す
る
ま
で

に
は
、
と
て
も
長
い
月
日
が
か

か
り
ま
し
た
。
そ
の
始
ま
り
は

明
治
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
岩
手
県
の
本
格
的
な
鉄
道

の
建
設
は
、
東
京
都
と
青
森
県

を
結
ぶ
線
路
の
建
設
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
明
治
23
年
に
盛
岡

ま
で
の
線
路
が
完
成
。
翌
年
の

明
治
24
年
に
は
青
森
ま
で
達
し

ま
し
た
。

　
三
陸
沿
岸
へ
の
鉄
道
建
設
が

強
く
望
ま
れ
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
明
治
29
年
に
発

生
し
た
明
治
三
陸
大
津
波
。
復

興
や
沿
岸
地
域
の
開
発
な
ど
を

理
由
に
、
同
年
７
月
、
白
根
専

一
逓て

い
し
ん信

大
臣（
※
）に
三
陸
鉄
道

創
立
申
請
書
を
提
出
し
て
い
ま

す
。
当
時
の
計
画
は
、
石
巻
か

ら
宮
古
ま
で
達
す
る
計
画
で

し
た
。
こ
れ
が「
三
陸
鉄
道
」と

い
う
名
前
が
初
め
て
歴
史
に
表

れ
た
と
き
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
三
陸
鉄
道
株
式
会
社
と

直
接
の
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
後
、
明
治
、
大
正
、
昭

和
と
時
代
は
進
み
、
戦
後
に
は
、

岩
手
県
沿
岸
の
鉄
道
は
、
盛
～

釜
石
、
宮
古
～
久
慈
を
除
き
完

成
。
こ
の
２
路
線
は
ル
ー
ト
設

定
の
対
立
な
ど
で
時
間
が
か
か

り
、
昭
和
36
年
に
よ
う
や
く
建

設
に
向
け
動
き
出
し
ま
し
た
。

　
２
路
線
が
完
成
す
る
と
、
宮

城
県
石
巻
市
の
前
谷
地
駅
か
ら

八
戸
ま
で
、
鉄
道
で
直
結
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
ル
ー
ト

は
「
三
陸
縦
貫
鉄
道
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
40
年
に
は
、
普
代
～
久

慈
間
の
工
事
が
始
ま
り
、
そ
の

後
も
順
次
区
間
ご
と
の
工
事
が

開
始
。
完
成
し
た
区
間
か
ら
部

分
開
業
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
45

年
３
月
に
盛
～
綾
里
の
盛
線
が

開
業
。
盛
線
は
昭
和
48
年
に
は
、

吉
浜
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

北
側
の
路
線
は
昭
和
47
年
２
月

に
、
宮
古
～
田
老
の
宮
古
線
が

開
業
。
昭
和
50
年
に
は
普
代
～

久
慈
が
開
業
さ
れ
ま
し
た
。

（
※
）
逓
信
省
…
内
閣
創
設
時

か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
行

政
機
構
改
革
で
統
合
さ
れ
る
ま

で
、
交
通
・
通
信
・
電
気
を
幅

広
く
管
轄
し
た
中
央
省
庁
。
現

在
の
総
務
省
、
日
本
郵
政
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
な
ど
の
前
身
。

　

　　　
順
調
に
整
備
さ
れ
て
き
た
三

陸
縦
貫
鉄
道
で
し
た
が
、
も
う

す
ぐ
全
線
開
通
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
日
本
国
有
鉄
道
（
現
在
の

Ｊ
Ｒ
）
の
経
営
状
況
が
悪
化
。

経
営
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
赤
字
の
路
線
廃
止
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
盛
、
宮
古
、
久

慈
の
３
路
線
は
、
廃
止
路
線
に

選
ば
れ
、
国
鉄
が
運
営
す
る
路

線
と
し
て
存
続
が
困
難
と
な
り
、

県
と
関
係
市
町
村
に
よ
る
協
議

の
結
果
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
会

社
を
設
立
し
、
鉄
道
を
継
続
す

る
方
針
を
固
め
ま
し
た
。
こ
う

し
て
昭
和
56
年
11
月
に
三
陸
鉄

道
㈱
は
発
足
。
昭
和
57
年
に
は

未
開
通
区
間
の
工
事
が
再
開
さ

れ
、
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
58
年
に
は

新
卒
を
中
心
に
社
員
を
採
用
。

同
年
12
月
に
は
普
代
～
久
慈
間

で
試
運
転
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
昭
和
59
年
４
月
１
日
、
盛
～

釜
石
を
つ
な
ぐ
南
リ
ア
ス
線

（
36
・
６
㌔
）、
宮
古
～
久
慈
を

つ
な
ぐ
北
リ
ア
ス
線
（
71
・
０

㌔
）
が
開
通
し
、
三
陸
鉄
道
は

全
国
の
注
目
を
集
め
て
開
業
し

ま
し
た
。

　
初
日
は
久
慈
、
宮
古
、
釜
石
、

盛
の
各
駅
で
出
発
式
が
開
か
れ
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
乗
客
で
大

混
雑
。
１
日
で
約
１
万
３
千
人

が
乗
車
し
、
１
千
万
円
を
超
え

る
収
入
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ

の
日
は
取
材
ヘ
リ
が
飛
び
交
い
、

全
国
に
三
陸
鉄
道
の
開
業
を
生

中
継
。
日
本
中
の
目
が
、
三
陸

鉄
道
に
集
中
し
ま
し
た
。
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開
通
ま
で
の
道
の
り

悲
願
の
全
線
開
通

三
陸
鉄
道
㈱
が
発
足

５ ４

昭和59年４月１日に久慈駅を出発する一番列車宮古駅開業式典の様子

久慈駅出発セレモニーの様子
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